
 
                                                       （令和６年 11月 22 日発表） 

ボートでの巴川ごみ滞留状況調査 

別紙資料  有  

 

◆アピールポイント 

○ 世界的に問題になっている海洋プラスチックごみ問題を自分事としてとらえることがで

きるよう、巴川をボートで下りながらごみを拾い、その量や内容を調査します。 

○ この調査は、環境省の支援を受け実施します。調査の結果や映像を活用して、全国の小

学校へ展開する海洋プラスチックごみ問題啓発動画教材を静岡市が制作していきます。 

○ ごみ滞留状況調査に併せて、巴川の上流に位置する麻機遊水地にて繁殖が確認されてい

る特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」の拡散・定着状況の調査を同時実施します。 

◆調査日時 
令和６年 11 月 28 日（木） 

① ９時 30 分～11 時 30 分  ②13 時 30 分～15 時 30 分      （雨天延期：29 日） 

◆場所 
①清水区区間：高部みずべ公園（能島）から江尻親水護岸（江尻町）まで 約 2.5 ㎞ 

②葵区区間 ：上土巴川広場（東千代田）から古庄大橋（古庄）まで   約 2.0 ㎞ 

◆内容など 

（１）海洋プラスチックごみ問題とごみ滞留状況調査 

【海洋プラスチックごみ問題とは】 

 ポイ捨てや放置されたプラスチックごみが河川などを通じて海へ流出したもので、生態系を含

めた海洋環境の悪化や漁業や観光への影響など、国内外で様々な問題を引き起こしています。 

 静岡市の海岸にも多くの海洋プラスチックごみが漂着・漂流しています。市民団体等が定期的

に清掃活動を実施しているものの、すぐにごみが溜まってしまう状況となっています。 

【ごみ滞留状況調査の概要】 

 対象区間をボートで移動し、護岸や水草に引っ掛かっているごみの状況を撮影するとともに、

ごみの引き上げを行います。引き上げたごみは、種類や量を記録します。また、食品の容器包装

については賞味期限・消費期限を調べ、ごみが発生した時期を推定します。 

（２）特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」拡散・定着状況調査 

【ナガエツルノゲイトウとは】 

主に水辺に生育し、“地球上最悪の侵略的植物”とも呼ばれている植物で、わずか数センチの茎

の断片からも再生する強い繁殖力を持ちます。麻機遊水地で 2014 年に初めて確認され、市民団

体等が駆除作業を続けているが繁殖拡大していて、巴川水系への拡散・定着が心配されています。 

【拡散・定着状況調査について】 

 上記のボート調査の際に、生息状況を目視で確認します。ナガエツルノゲイトウと疑われる個

体は採取し、同定を行います。確認できた箇所を地図にまとめ、対策の検討資料とします。 

◆備考 
駐車場所の調整などが必要ですので、取材いただける場合は、事前に下記問合せ先までご

連絡ください。 

【問合せ】（１）取材の申込み、海洋プラスチックごみ問題について 

ごみ減量推進課 ごみ減量・リサイクル推進係   担当：伊熊、菅野（電話 054-221-1361）（静岡庁舎新館 13 階） 

     （２）特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」について 

        環境共生課 自然ふれあい係          担当：中村、宮川（電話 054-221-1319）（静岡庁舎新館 13 階） 
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